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注：本マニュアルのベースとなった英語版マニュアルは、当時のMoog Vocoderのものをほぼそのまま復刻しています。
そのため、本マニュアル中に現在では製造販売していないMoog製品名が登場します。
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はじめに
この度は、Moog 16-Channel Vocoderをお買い上げいただき、誠にありがとうございます。
Moog Vocoderは、現代の電子音楽の世界で最もエキサイティングで用途が多彩な機材の1つです！

Moog Vocoderを正しくお使いいただくためには、その各種機能をご理解いただくことが重要です。実際にお
使いになる前に、本マニュアルをよくお読みいただくことをお勧めします。

開封する
開封の際は、本機をしっかりと挟んでいる梱包材（2つ）にご注意ください。梱包箱を開け、上面の梱包材を取り
除き、Moog Vocoder本体を箱から取り出します。この時、修理等の理由で本機を運搬/発送される際に備え
て、箱や梱包材を壊さず保管されることをお勧めします。パッケージ内容は、次の通りです：

•	 Moog Vocoder本体 x1
•	 電源コード x1
•	 電源アダプター x1
•	 パッチ・コード（ショート） x14
•	 パッチ・コード（ロング） x2

デスクトップ/ラックマウントに両対応
Moog Vocoderは、テーブルやスタンドの上や、Polymoogなど天板部分がフラットで広いタイプのキーボー
ドの上に設置できます。

また、本機のサイドパネルを一旦取り外し（プラスネジ6本で取り付けてあります）、前後を逆にして取り付け直
すことで、19インチ・ラックに組み込むこともできます。
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サイドパネルをデスクトップ仕様に取り付けた状態

サイドパネルをラックマウント仕様に取り付けた状態

Moog Vocoderの概要
Moog Vocoderには、インプットが２つ（PROGRAMとCARRIER）と、アウトプットが1つあります。ヴォコー
ダーは、PROGRAM（マイク等）に入力した信号の特性を常時解析し、その結果をCARRIER（キーボード等）
の信号の特性に合成し、そのオーディオ信号をアウトプットから出力します。

具体的には、PROGRAMに入力したオーディオ信号を、アナライザー・セクションで16個の周波数帯域に分解
します。分解された16バンド（チャンネル）は、シンセサイザー・セクションの同じバンドに内部的あるいは外部
的に接続されます。シンセサイザー・セクションには、VCAと16バンドのフィルターがあり、CARRIERに入力し
たオーディオ信号を16バンドに分解します。この2つの分解された信号を合成することで、ヴォコーダー・サウン
ドになります。次のページのブロック図をご覧ください。
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ブロック図
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初期設定
ヴォコーダーという名称は、声をモジュレーター（プログラムと呼ぶこともあります）として使用することが最も
一般的な使い方であることが由来になっています。

本機を使い始めるにあたり、次の操作や設定をしてください（6-7ページの図もご参照ください）。

•	 電源コードをパワー・サプライに接続し、本機とパワー・サプライ、コンセントを接続します。

•	 高品質のマイクをPROGRAM INPUTに接続します。PROGRAMのLEVELノブを「5」に、MIC/
LINEスイッチを「MIC」にそれぞれセットします。

•	 シンセサイザーやキーボードのアウトプットを本機のCARRIER LINE INPUTに接続します。
CARRIERのLEVELノブを「5」にセットします。

•	 VOCODER OUTPUTをアンプまたはパワード・スピーカー等に接続します。

NOTE：この段階では、ANALYZER OUTPUTとSYNTHESIZER INPUTにパッチ・コードを接続しないで
ください。

•	 各コントロールを次のように設定します：

パラメーター名 設定値 パラメーター名 設定値
SAMPLE/HOLD OUT MODE HISS & BUZZ
EXTERNAL PATCH OUT STATUS IN
SWITCHED/DIRECT SWITCHED POWER ON
BALANCE 0

仕様
プロセッサー・タイプ：ヴォコーダー

アナログ/デジタル：アナログ

チャンネル数：16

形態：デスクトップ/ラックマウント

機能：ヴォコーダー（サンプル/ホールド、外部パッチ、
Hiss&Buzz）

アナログ・インプット：
•	 キャリア・オーディオ x1
•	 プログラム・オーディオ x1
•	 フィルター・バンクCV x16
•	 フットスイッチ x3（サンプル/ホールド、パッチ・

セレクト、バイパス）

アナログ・アウトプット：
•	 メイン・アウトプット x1
•	 フィルター・バンクCV x16

電源：外部パワー・サプライ（入力：120/240VAC、
出力：12VDC @ 3A）

消費電力：16W @ 12VDC

外形寸法：440 (W) x 389 (D) x 178 (H) mm

質量：7.9kg

プログラム・インプット：

定格レベル
•	 LINE：0dBm（0.7V）
•	 MIC：-40dBm（0.007V）

入力インピーダンス：
•	 LINE：20kΩ
•	 MIC：30kΩ

キャリア・インプット：
•	 定格レベル：0dBm（0.7V）
•	 入力インピーダンス：100kΩ

アウトプット：
•	 レベル：+10dBm（2.2V）
•	 出力インピーダンス：<1Ω

実効S/N比：60dB

周波数特性：
•	 全体：50 - 15,000Hz
•	 ヴォコーダー：50 - 5,080Hz
•	 ゲート/バイパス：5,080 - 15,000Hz

仕様は予告なく変更することがあります。
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オペレーション
•	 CARRIER INPUTに接続したシンセサイザーは、持続音の音色にセットします（MicromoogやMultimoog

をご使用の場合、LOUDNESS BYPASSスイッチを「ON」に、Minimoogの場合はEXTERNAL S-TRIG
端子をショートさせます）。

NOTE：マイクに声を入力しないと、シンセサイザーからの音は出ません。

•	 マイクに向かってしゃべると、その言葉でシンセサイザーが「歌い」ます。シンセサイザーを弾きながらマイク
に向かってしゃべることで、「歌」のフレーズとなります。また、ビブラート等、歌の「節回し」をシンセサイザー
で演奏することで、色々なボーカル表現ができます。

•	 マイクに向かってしゃべることと、キーボード演奏のシンクロが上達すると、ヴォコーダーでの表現のポテン
シャルがさらに高まります。シンセサイザーの音色も、オシレーターをオクターブ・ユニゾンのセッティングに
したり、ビブラートや各種モジュレーション、ピッチベンド等を駆使することで、より豊かな表現ができます。可
能性はほぼ無限です。

NOTE：この時点で音がまったく出ない場合は、初期設定をもう1度チェックしてみてください。また、シンセサ
イザーやアンプ/スピーカー等のセッティングも音が出る状態になっているかチェックしてください。

ノイズの音量が非常に大きかったり、音が歪んでいる場合は、本機のインプット・レベルを調節する必
要があります。インプット・レベルを調節する際は、歪まない範囲でなるべく大きなレベルに設定する
と、S/Nが良くなります。

•	 PROGRAMとCARRIERのLEVELノブを、OVERLOADインジケーターが点灯するまで一旦上げてか
ら、インジケーターが消灯するところまでLEVELノブを下げます。この時、フィードバックを防止するため、
アンプのインプット・レベルは下げておきます。

•	 上記の手順は、ヴォコーダーを使用する際の必須手順ですが、お使いのマイク、シンセサイザー、アンプ等の
特性によっては、多少手探り的な操作が必要な場合があります。

リアパネル

5



6 7



8

各コントロールの機能

Sample/Hold
マイクに向かって母音を発声している時に、SAMPLE/HOLDスイッチを「IN」にセットすると、スイッチを

「OUT」に戻すまでの間、その母音のキャラクターを維持します。この機能は、息継ぎによる途切れのないボー
カル・フレーズを演奏したい場合に特に便利です。

Externai Patch
EXTERNAL PATCHスイッチを「OUT」にセットしている場合、アナライザー・セクションの16チャンネル
の各信号は、シンセサイザー・セクションの各16チャンネルに内部的に直結した状態になります。このスイッチを

「IN」にすると、付属のパッチ・コードで各チャンネルを自由にクロス・パッチングすることができます。

クロス・パッチングをすることで、プログラム信号（通常はマイクからの声）の好きな周波数バンドの信号を、キャ
リア信号（通常はシンセサイザーやキーボードなど）の好きな周波数バンドに乗せることができます。

この方法で色々な特殊効果を作り出すことができます。以下の図はそうした効果の2例です。

"SPACE ROBOT"エフェクトのパッチング例



Switched/Direct

SWITCHED/DIRECTスイッチを「DIRECT」にセットした場合、5080Hz以上の周波数成分を出力させる
ことができます。これにより、通常のヴォコーダーの周波数レンジ（50-5080Hz）にそれ以上の帯域（主に子音
のノイズ成分）を追加でき、より明瞭度の高いヴォコーダー・サウンドになります。

Balance

BALANCEノブのポジションが「0」の場合、ヴォコーダー・サウンドの高周波成分（HISS）と低周波成分
（BUZZ）がほぼ同量になります。このバランスは、欲しいサウンドや好みに合わせて調節でき、HISS側に回せ
ばより高周波成分がメインとなり、BUZZ側に回せば低周波成分が多いサウンドになります。

Mode

MODEスイッチで、本機から出力するサウンド（HISS & BUZZ、HISS、またはBUZZ）を選択します。通常は、
「HISS & BUZZ」にセットします。「HISS」にセットすると"s"や"t"といった子音のノイズ成分のみのサウンド
が出力され、「BUZZ」の場合は母音がメインのサウンドになります。

"CHIPMONK"エフェクトのパッチング例
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Status

STATUSスイッチを「OUT」にすると、ヴォコーダー機能が完全にバイパスとなり、マイクの声がそのまま出力
されます。ヴォコーダーとして使用する場合は、このスイッチを「IN」にセットします。

フットスイッチによるコントロール

SAMPLE/HOLD、EXTERNAL PATCH、STATUSの各スイッチは、フットスイッチでコントロールで
き、ライブ時などで便利です。

NOTE：フットスイッチは、ノーマルオープン・タイプ（踏むと接点がクローズするタイプ）をご使用ください。

ポリフォニックによるヴォコーダー・コーラス
Polymoogなどのポリフォニック・キーボードを所有しているラッキーな方は、CARRIERインプットにポリフォ
ニック・キーボードを接続してポリフォニックによるヴォコーダー・サウンドをお楽しみいただけます。

この場合、キーボードの音色はPolymoogで言えばSTRINGやBRASSなどの持続音が最も効果的です。

PolymoogのDIRECTアウト（その他のキーボードの場合は通常のアウトプット）を本機のCARRIERインプッ
トに接続し、コードを弾きながらマイクに向かってしゃべると、ポリフォニックのヴォコーダー・コーラス・サウンド
になります。

Polymoogのその他のオーディオ・アウトや、キーボードのアウトプットを分岐して、ヴォコーダー・サウンドと
キーボードのサウンドをミキサーでミックスすれば、キーボードの音色とヴォコーダーのコーラス・サウンドによ
るレイヤー・サウンドを作り出すこともできます。また、キーボードのサウンドにフェイザーなどのエフェクターを
つなげば、さらに豊かなレイヤー・サウンドになります（次のページの接続例の図をご参照ください）。



ヴォコーダーとポリフォニック・キーボードによるレイヤー・サウンドの接続例
（Moog Vocoder、Polymoog、フェイズ・シフターを使用した場合）
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その他のヴォコーダー・エフェクト
本機は、PROGRAMやCARRIERの各インプットに色々なオーディオ信号を入力させることで、ほぼ無限の
ヴォコーダー・エフェクトを作り出すことができます。その中でも比較的シンプルな例をご紹介します：

•	 ギターやベースを使用する
ギターやベースをCARRIERインプットに接続します。ギター/ベースを弾きながらマイクに向かって
しゃべることで、ギター/ベースをキャリアにしたヴォコーダー・サウンドになります。

•	 楽器同士によるヴォコーダー・エフェクト
シンセサイザーのアウトを本機のCARRIERインプットに接続し、他の楽器のアウト（リズムマシンやマ
イクで拾ったヴァイオリンなど）をPROGRAMインプットに接続します。シンセサイザーのサウンドが、
他の楽器のキャラクターで変調されたサウンドになります。

•	 録音済みオーディオ・ソースを使ったヴォコーダー・エフェクト
サンプラーやテープレコーダーのアウトを本機のCARRIERインプットに接続し、PROGRAMイン
プットにはマイクを接続します。サンプラーやテープレコーダーで録音済みのオーディオを再生しなが
らマイクに向かってしゃべると、録音済みのオーディオがしゃべっているかのようなサウンドになります。

おわりに
Moog Vocoderは、幅広く応用することができます。そしてあなたは、そんなパワフルなデバイスのオーナー
なのです。色々な実験をして、本機のポテンシャルをクリエイティブに引き出していただければと思います。私
たちMoog Musicは、あなたがこのMoog Vocoderで新たなサウンドの数々を作り上げ、そのサウンドをお楽
しみいただけることを、心より楽しみにしております。
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